
4.お支払いする保険金の種類

5.保険金をお支払いしない主な場合
「6.補償内容一覧表」(7～ 10ページ)の該当項目をご参照ください。
上記以タトにも保険金をお支払いしない場合があります。詳細は普通保険約款、特目的 款

および特約をご確認ください。また、ご不明な点については、取扱代理店または3受保
険会社までお問い合わせください。

‐6・

お支払いする保険金は次のとおりです。

ただし、適用される普通保険約款、特月」約款および特約によりその他の保険金が支払われる場合がありま

すので、詳糸0は普通保険約款、特別約款および特約でご確認ください。

【保険金の種類】             【 内   容 】

①損害賠償金     法律上の損害賠償責任に基づいて損害賠償請求権者に対して支払うべき治療
費や修理費等 (損害賠償請求権者に対する遅延損害金を含みます。)

②損害防止費用    事故が発生した場合の損害の発生または拡大の防止のために必要または有益
であつた費用

◎権利保全行使費用  発生した事故について、他人から損害の賠償を受けることができる場合に、
その権利を保全または行使するために必要な手続に要した費用

④緊急措置費用    事故が発生した場合の緊急措置 (他人の生命や身体を害した場合における被
害者の応急手当等)に要した費用

⑤協力費用      引受保険会社が発生した事故の解決にあたる場合、引受保険会社へ協力する
ために要した費用

◎争訟費用      損害賠償に関する争訟について支出した訴訟費用、弁護士報酬等の費用

⑦被害者治療費等   それぞれの補償内容の詳細に従つて、お支払いします。
③初期対応費用

⑨訴訟対応費用  等
その他すべての費用補償

上記①から④の保険金について、それぞれの規定により計算した損害の額から加入申込票記載の免責金額
を差し引いた額をお支払いします。

ただし、すべての保険金の合計で、加入申込票記載の支払限度額 (総支払限度額)を限度とします。なお、
「②損害防止費用」および「④緊急措置費用」を除き、事前に3受保険会社の同意を要しますので、必ず
引受保険会社までおPo9い合わせください。

被保険者が被害者に対して支払わなければならない損害賠償金の額は、適用される法律の規定、被害者に

生じた損害の額および被保険者の過失害」合等によつて決まります。被保険者が、法律上の損害賠償責任が

ないにもかかわらず被害者に対して支払われた見舞金等は、「被害者治療費等」の保険金として文」象とな

る場合を除いて、損害賠償金とはなりません。

示談交渉は必ず引受保険会社とご相談いただきながらおすすめください。
この保険では、保険会社が被保険者に代わつて損害賠償請求権者との示談交渉を行う「示談交渉のサービス」を
行いませんが、万一、被保険者が損害賠償責任を負う事故が発生した場合には、賠償問題が円満に解決するよう
ご相談に応じさせていただきます。なお、あらかじめ引受保険会社の同意を得ないで損害賠償責任を認めたり、
損害賠償金等を支払われた場合には、損害賠償責任がないと認められる額等が保険金から差し引かれることが

ありますのでご注意ください。


